












A School Management based on the Findings of Special Needs EducationⅤ： 
Towards the Universal Design of Education (from Cooperation with Amagasaki)② 
 









































































































































































































































8/24 音楽を楽しむ 31 3.9 4 3.8 4.3 
8/28 遊びで育てる力 29 4.8 4.9 4.7 4.9 
8/28 教務担当研修 56 4.5 4.5 4.3 4.5 
9/14 1年目 UD化① 22 4.6 4.7 4.5 4.7 
10/13 1年目 UD化② 24 4.6 4.5 4.3 4.7 
10/27 1年目 UD化③ 22 4.6 4.6 4.2 4.6 
  合計/平均 184 4.5 4.5 4.3 4.6 
※数値化の基準： そう思わない   （１） あまりそう思わない（２） 
         どちらとも言えない（３） ややそう思う   （４） 





















































授業実践及び事後研究  園田南小学校１年 音楽 
単元名 「どれみのれんしゅうをしよう」 
授業者  濱 聡美 教諭 の協力により実施 




授業実践及び事後研究  大島幼稚園 
 単元名 「グループでポスターをつくろう」５歳児 
授業者  下原 貴恵 教諭 
指導助言 関西国際大学 准教授 百瀬 和夫  
実践事例研究 
 その 1 
7/ 15 
授業実践の記録(ビデオ撮影) 園田南小学校１年 国語 
単元名「すきなこと，なあに」 
授業者 濱 聡美 教諭 の協力により実施 
実践事例研究 
 その 2 
8/27 資料の分析と支援計画の検討－小学１年の取り組み－  
9/10 支援計画の検討 －小学１年の取り組み－  
9/17 支援計画の検討 －小学１年の取り組み－  
9/30 
授業実践の記録(ビデオ撮影) 園田南小学校１年 国語 
単元名「かたかなをみつけよう」 
授業者 濱 聡美 教諭 の協力により実施 
実践事例研究 





 その 4 その 5 
12/14 支援の成果と課題のまとめ －事象に着目した取組－  
12/17 
支援の成果と課題のまとめ －幼稚園の取り組み－ 
             －小学１年の取り組み－ 
 
12/24 支援の成果と課題のまとめ －事象に着目した取組－  
12/25 支援の成果と課題のまとめ －幼稚園の取り組み－ 実践事例研究 
 その 6 
1/18 研究のまとめ  

















(2) ねらい ○思いを出し合いながら，グループのポスターを一緒につくることを楽しむ。 























































































































































































































































(1) 単元名  かたかなをみつけよう 



























































































































































































































    イ 注意散漫になりがちな児童への注意喚起のために，手拍子をうちながら音読する。音読に意
識が向くとともに，全体の児童にとってもリズムよく音読することができる。多様な音読活動
の工夫にもなり，学習に変化を持たせることができる。     
    ウ 指示を出しながら，教科書のページ数を板書する。情報が視覚化されるので，聞き逃した児
童も自分で教科書を開けることができる。また全体の児童も確
認することができる。 
エ よい姿勢を意識させるため，音読姿勢の「合言葉」によっ  
て姿勢を意識させる。「合言葉」を使うことで，教師が注意  
をするような発言をしなくても，児童が自ら姿勢を意識する 
ことができる。             ＜本時の板書＞ 














































(1) ７月実施の授業                 ＜児童の反応＞ 
   ＜教師の指示＞                    
1何も持ちません                     
2全員で読みます                     
3全員で読みます 

















3教科書 112 ページを開けます 
4姿勢いいですか 足はぺったん せなかは「ぴん」           














Ａ Ｂ Ｃ 
1 1 ① 
2 2 ② 
③ ③ ③ 
④ 4 ④ 
5 5 ⑤ 
⑥ 6 ⑥ 
7 7 ⑦ 
8 8 ⑧ 
9 9 ⑨ 
10 10 ⑩ 
11 11 ⑪ 
12 12 ⑫ 
13 ⑬ 13 
14 14 ⑭ 
⑮ ⑮ ⑮ 
⑯ ⑯ ⑯ 
 
Ａ Ｂ Ｃ 
① ① ① 
② 2 ② 
3 3 ③ 
4 4 ④ 
5 ⑤ ⑤ 
⑥ ⑥ ⑥ 
⑦ 7 ⑦ 
8 8 ⑧ 
⑨ ⑨ ⑨ 
⑩ ⑩ ⑩ 
11 11 ⑪ 
⑫ 12 12 
⑬ ⑬ ⑬ 
⑭ 14 ⑭ 
⑮ ⑮ ⑮ 
16 ⑯ ⑯ 
 
















４.２.（2）e  実践の成果と課題 
    (1) 実践の成果 
ユニバーサルな配慮によりＡ児Ｂ児Ｃ児の特性の違う子どもに響く効果的な指導ができた。 





    (1) 書くこと｢書字｣の指導の実践 












児童 Ａ Ｂ Ｃ 
７月の授業 ５ ４ １５ 
９月の授業 １０ ８ １５ 
１２月（左）と７月（右）のノート 
(2) 実践の考察(｢書字｣の分析)              ＜Ｂ児のノート＞ 







    また，Ｄ児も文字の書 






    「の」は線の終わりが回りきっていなかっ 
たのが，最後まで書ききることができるようになり，のびのびとしたはらいができるようになっ
ている。 















































































































Kansai University of International Studies (KUIS) have worked on the task with the Amagasaki City 
Board of Education since 2014. To meet the needs of teachers in Amagasaki City, KUIS held the summer 
intensive course and were engaged in circuit teaching. KUIS organized workshop with teachers from 
kindergarten to high school, could proceed the related research in this year. 
 Recently, there are obviously children who have the special educational needs at each school level. It is 
very serious for each school to make up classes where all children including the children who have the 
special educational needs can have safe and ease life, to realize enjoyable and simple teaching. 
 In this research, the author examines the result of these 2 years and future issues. 
 
 
